
（別紙３）

～ 令和7年12月25日

（対象者数） ３名 （回答者数） １名

～ 令和7年12月25日

（対象者数） ３名 （回答者数） ３名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

高度な専門性が必要になる場面も増えているた

め、専門職の質の向上や人材育成も同時に実施し

てまいります。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者のニーズを汲み取り対応するために、より専

門的な支援の質の向上が必要となる。

身体障害者手帳を所持しているお子さんやご家族の

ニーズに合わせ、学校課題や生活実態に合わせた、

より専門性の高い支援が必要だと感じています。

今後も満足いただけるように努力します。お子さ

んの成長に合わせた専門的な支援を提供できるよ

う、支援の質の向上に努め、専門的な評価のも

と、職員間でお子さんに合わせた支援ができるよ

うに検討していきます。

お子さんや保護者の方のニーズをお聞きし、丁寧に

支援を進めていくことができる。

面談や家庭訪問などの時間を計画的に取り入れ、保

護者の意向を丁寧に汲み取れるようにしています。

専門的な多職種を配置し、お子さんのニーズにあっ

た、専門的支援を進められるようにする。

放課後等デイサービスでは、身体障害者手帳を所持

しているお子さんに対応するために、リハビリテー

ション関係の専門職が対応しています。

中核的な事業所として地域の関係機関と連携し、お

子さんの生活の様子を把握して支援につなげること

ができる。

学校に就学し、他の事業所を利用しているお子さん

の生活の実態に合わせて関係機関との連携にも重点

を置いています。

令和7年11月4日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年3月9日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 北広島市子ども発達支援センター（放課後等デイサービス）

○保護者評価実施期間
令和7年11月4日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


